
 
 
 
 
 
 

 
 
1｜               ｜経済･金融フラッシュ No.08-112｜Copyright ©2008 NLI Research Institute All rights reserved 

 

ニッセイ基礎研究所 No.08-112  11 Nov. 2008 

国際収支統計 08 年 9 月 
～経常黒字の大幅減少続く、7-9 月期の外需寄与度は

ほぼゼロに 
 

 

 

経済調査部門 主任研究員 斎藤 太郎 

TEL:03-3512-1836 E-mail: tsaito@nli-research.co.jp 

1． 経常黒字の大幅減少続く 

財務省が 11 月 11 日に公表した国際収支統計によれば、9月の経常収支は 14,979 億円の黒字（前

年比▲48.8％）となり、7 ヵ月連続で前年よりも減少したが、事前の市場予想（ロイター集計：13,800

億円、当社予想は 15,582 億円）は上回った。 

経常収支の内訳を見ると、貿易収支は 8 月の赤字（▲2,360 億円）から 2,471 億円の黒字に転換

したが、前年比では▲86.0％の大幅減少となった。海外経済の減速を受けて輸出が前年比 2.1％の

低い伸びにとどまったのに対し、原材料高の影響で輸入は前年比 32.7％の高い伸びとなった。また、

貿易収支の季節調整値は、8月の▲2,082 億円の赤字に続き 9月も▲766 億円の赤字となった。 

サービス収支は▲1,510 億円の赤字となったが、赤字幅は前年よりも 92 億円縮小した。海外への

旅行者の減少幅が拡大したことが収支の改善に寄与している。 

所得収支は 14,839 億円の黒字となり、前年に比べ 670 億円の増加となった。円高の進展に伴い受

取、支払ともに減少しているが、支払の減少幅（前年比▲18.9％）が受取の減少幅（前年比▲2.8％）

を大きく上回った。 

7-9 月期の経常収支（季調済・年率換算値）は 13.7 兆円の黒字となり、4-6 月期の 19.2 兆円から

黒字幅が大きく縮小した。経常収支の名目ＧＤＰ比は 4-6 月期の 3.8％から 2.7％程度にまで縮小

したと見られる。 
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2． 7-9 月期の外需寄与度はほぼゼロに 

内閣府は、11/17 公表予定の 08 年 7-9 月期ＧＤＰ1次速報から、輸出入の推計方法を変更すると

発表した（11/7）。 

従来は、ＧＤＰ1次速報の輸出入については、「国際収支統計」の最終月分（今回であれば 9 月分）

が入手できないため、補外推計を行っていた。具体的には、財貨については、最終月分の「貿易統

計」の輸出入に、前 2ヵ月の「国際収支統計」の輸出入と「貿易統計」の輸出入の比率を乗じて最

終月分を推計、サービスについては、前 2 ヵ月の前年同期比等で最終月分を推計していた。 

しかし、08 年 9 月速報以降、国際収支統計の公表日が 1～2 日程度早期化されることになったこ

とを受けて、08 年 7-9 月期 1次速報から「国際収支統計」の最終月分を取り込んで輸出入の推計を

行うことになった。 

 

当研究所は 10/31 時点で、従来の推計方

法に基づいて、7-9 月期のＧＤＰ1 次速報

における財貨・サービスの輸出を前期比

0.9％、財貨・サービスの輸入を前期比

1.5％、外需寄与度を前期比▲0.0％と予測

していた。 

今回の推計方法の変更を受けてあらため

て予測したところ、財貨・サービスの輸出

は前期比 1.0％、財貨・サービスの輸入は

同 1.7％となり、ともに若干の上方修正と

なったが、外需寄与度は前期比▲0.0％で

変わらなかった。実質ＧＤＰ成長率の予測

値も 10/31 時点の前期比 0.2％（前期比年

率 0.8％）から修正していない（7-9 月期

ＧＤＰ予測の詳細はweeklyエコノミスト

レター2008/10/31 号参照）。 

 

 

　08年7-9月期ＧＤＰ1次速報の予測(11/11修正）

　　　　　　 　  　　(前期比、％）

　 2008年7-9月期
10/31予測 11/11修正

実質ＧＤＰ 0.2% 0.2%
（前期比年率） ( 0.8%) ( 0.8%)
内需<寄与度> < 0.2%> < 0.2%>

民需<寄与度> < 0.2%> < 0.2%>
民間消費 ▲0.0% ▲0.0%
民間住宅投資 6.7% 6.7%
民間設備投資 ▲1.8% ▲1.8%
民間在庫<寄与度> < 0.3%> < 0.3%>

公需<寄与度> < 0.1%> < 0.1%>
政府消費 0.1% 0.1%
公的固定資本形成 1.4% 1.4%

外需<寄与度> <▲0.0%> <▲0.0%>
財貨・サービスの輸出 0.9% 1.0%
財貨・サービスの輸入 1.5% 1.7%

名目ＧＤＰ ▲0.2% ▲0.2%
　（前期比年率） (▲0.7%) (▲0.7%)

（注）太字が修正部分
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